
広
報
み
な
べ
２
月
号

平
成
23
年
２
月
１
日
発
行（
第
77
号
）

（代）

（前月比+1）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比＋1）

（54.6％）

（87．6％）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（58．4%）
（81．1%）
（52．7%）

1,038／約1,900

113／129
148／181
35／037
216／260
110／129
45／077
214／264
192／364

１２月末現在（前月比） １２月中の異動
（－５人）
（＋４人）
（－１人）
（＋２世帯）

６，８１７人
７，４３７人
１４，２５４人
４，７３４世帯

１１人
１７人
２１人
１６人

小学生と成人のタスキリレー
日高地方駅伝競走大会で３位入賞

～地域のきずなをたすきにつなぐ～
市町村対抗ジュニア駅伝大会でがんばってきます！

（件）（12月31日現在）

　１月16日（日）、第47回日
高地方駅伝競走大会（９
区間21キロ）が、日高川
町で開催され、７市町村
のチームが参加しました。
いずれも小学生６人と成
人３人がタスキをリレー
し、みなべチームは、１時

　昨年12月26日（日）、第11回スポーツクライ
ミング競技会が、ふれ愛センターで行われ、
小学生から一般まで36人が、壁登りに挑戦
しました。それぞれの部門の入賞者は、次
の通りです。（町内の入賞者のみ掲載）
●小学生低学年の部　①勇惣愛実（上

　２月20日（日）、第10回市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が、和
歌山市で開催されます。ただ今、大会に向けて、町内から選抜され
た小中学生がコーチ陣の指導のもと、一生懸命練習しています。ど
うぞ応援をお願いします。
　大会へ参加するみなべ町選手団は、次の皆さんです。
■団長　尾田真次（東本庄）　　■監督　榎本徹（晩稲）
■コーチ　鈴木忍（埴田）、中早大輔（西岩代）、東司（堺）、林優
（熊岡）、森喜久雄（新庄）、岩上望（晩稲）、川口奈津美（徳蔵）、田
中信弘（晩稲）、西山佳子（筋）
■選手　▽小学生男子＝沖見史哉（南小６年）、西川斗真（南小５
年）、坂本裕也（岩小６年）、内本航太（上小５年）　▽小学生女子
＝丸山矩加（岩小６年）、丸山紗加（岩小６年）、永井寧 （々高小６
年）、楠谷さやか（高小６年）　▽中学生男子＝森坂侑右（南中２
年）、谷口有輝（南中３年）、西川哲平（南中２年）、石上将之（南中３
年）、中村貴之（清中３年）　▽中学生女子＝桂有希（南中２年）、
棒引珠理（南中１年）、磯崎春香（南中２年）、楠本みずき（南中３
年）、尾崎美穂（南中２年）　　<敬称略>

スポーツクライミング競技会で壁登りに挑戦

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
み
な
べ
町

　

選
手
団
の
皆
さ
ん（
結
団
式
で
）

各部門１位入賞者

み
な
べ
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

間16分26秒で第３位でした。（優勝は１時間13分03秒の御坊市）
　選手は、次の皆さんです。　
<第１区> 永井寧々～<第２区> 沖見史哉～<第３区>（成人）
林優～<第４区> 丸山矩加～<第５区> 坂本裕也～<第６区>
（成人）芦硲智浩～<第７区> 丸山紗加～<第８区> 内本航太～
<第９区>（成人）西村毅　　<敬称略>

小３年）③山川真佐美（上小１年）　●小学生高学年の部　③真
造理絵（上小５年）　●中学生・一般の部　③真造沙也香（上中２
年）　<敬称略>

（弘知・さち）

（ 彰 彦・愛 ）

（浩司・初奈）

（利男・舞子）

（ 宏 之・泉 ）

（友喜・晃代）

（ 孝 行・梢 ）

（貴央・芳子）

（俊輔・和美）

（正樹・沙知子）

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

新　庄

東吉田

東本庄

徳　蔵

埴　田

埴　田

東吉田

晩　稲

埴　田

西岩代

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

29

27

29

9

6

19

13

27

19

22

11

11

11

12

12

12

12

12

12

12

た ま き

ぜ ん

か い じ

こ う た

い つ き

りょうご

や す き

あ か ね

み り あ

ゆ い

前　芝　珠　希

汐　崎　　禅

佐々木　快　仁

片　岡　煌　太

三　尾　逸　貴

国　本　凌　吾

伊　　　　穏

水　﨑　朱　音

井　戸　海里愛

深　山　　唯

2011（平成23年）

77
2

2011年成人式・・・・・・・・・・・・・２～5
消防団出初め式・・・・・・・・・・・・・・・6
家具転倒防止金具等取付事業のお知らせほか・・7
町職員給与等のお知らせ・・・・・・・・・８～9
まちのほっとニュース・・・・・・・・・10～11

としょかん通信・・・・・・・・・・・・・・12
くらしの情報・・・・・・・・・・・・・13～16
ふれ愛センターだより・・・・・・・・・・・17
くらしの情報カレンダー・・・・・・・・18～19

消防団出初め式の放水訓練

くらしの安全を願って

（すぐれ）
（ 宏 昭 ）
（ 五 良 ）
（ 佳 樹 ）
（由紀夫）
（ 静 枝 ）
（ツタ子）
（ 清 ）
（多美子）
（ 照 夫 ）
（トキヱ）
（ 祐 司 ）
（ 安 次 ）

（４０）
（８２）
（８６）
（６５）
（８４）
（７６）
（５８）
（８４）
（６４）
（８４）
（８８）
（８１）
（９４）

東吉田
徳　蔵
晩　稲
市井川
山　内
埴　田
東神野川
東岩代
気佐藤
名之内
　滝
　堺
徳　蔵

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

30
3
2
5
6
11
11
12
15
21
23
24
28

11
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

山根木　康　久
野　田　　　作
山　田　フサヱ
道　本　視　和
谷　口　　　楠
前　田　讓　二
竹　田　澄　男
三　尾　マサヱ
橋　本　殖　臣
小　田　玉　枝
前　田　繁　治
築　山　貞　雄
前　田　國太郎
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１
月
７
日
（
金
）、
消
防
団
員

２
５
４
人
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
95
人
が
参
加
し
て
、
平
成
23

年
み
な
べ
町
消
防
団
出
初
め
式

が
、
町
民
広
場
（
気
佐
藤
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
旗
入
場
に
続
い
て
、
消
防

団
員
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
が

分
列
行
進
を
行
い
、
き
び
き
び

と
し
た
行
進
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
西
村
弘
次
団
長
（
北

道
）
が
「
団
員
の
皆
さ
ん
は
、

日
頃
か
ら
訓
練
を
行
い
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
、
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
。」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
谷

町
長
も
「
常
日
頃
、
町
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
為
、
日
夜
献

身
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

平
成
23
年
み
な
べ
町
消
防
団
出
初
め
式

い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
表
彰
式
、
新
入
団
員

の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
西
本
庄
、
須

賀
橋
付
近
河
川
敷
に
移
動
し
、

全
分
団
と
清
川
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
員
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
表
紙
写
真
）

西村団長

団
旗
入
場
に
続
い
て
分
列
行
進

須賀橋付近河川敷で行われた放水訓練

▼
第
１
分
団
＝
藤
川
雅
史
（
埴

田
）、第
３
分
団
＝
尾
﨑
万
祥
（
気

佐
藤
）、
第
４
分
団
＝
有
本
圭
吾

（
東
岩
代
）、
殿
畑
葵
（
西
岩
代
）、

森
下
卓
哉
（
同
）、
第
５
分
団
＝

永
井
宏
長
（
徳
蔵
）、
三
ツ
森
清

紘
（
谷
口
）、
第
６
分
団
＝
中
松

功
至
（
東
本
庄
）、栗
原
一
隆
（
西

本
庄
） 

、
寺
本
秀
宜
（
同
）、
西

川
敦
博
（
同
）、西
川
雅
喜
（
同
）、

西
川
祥
之
（
同
）、久
木
誠
（
同
）、

古
谷
寿
章
（
同
）、
第
８
分
団
＝

赤
松
大
地
（
清
川
）、
田
中
健
司

（
同
）　　
　
　
　
　

<

敬
称
略>

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

■
平
成
22
年
度
表
彰

●
県
消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長

表
彰
（
10
年
勤
続
表
彰
）

▼
第
１
分
団
＝
鈴
木
初
太
郎

（
堺
）、
濵
口
孝
次
（
同
）、
稲
見

好
明
（
埴
田
）、中
野
藤
夫
（
同
）、

第
２
分
団
＝
髙
垣
臣
男
（
埴
田
）、

辻
和
史
（
北
道
）、南
部
周
三
（
南

道
）、
安
村
龍
彦
（
片
町
）、

第
４
分
団
＝
畑
﨑
一
志
（
東
岩

代
）、
森
口
真
史
（
同
）、
尾
崎

裕
史
（
西
岩
代
）、
第
５
分
団
＝

園
出
隆
士
（
筋
）、
山
下
公
（
谷

口
）、
第
６
分
団
＝
中
松
寛
（
東

本
庄
）、
東
宏
（
同
）、
山
﨑
毅

（
同
）、

第
８
分
団
＝
中
家
卓
実
（
清
川
）

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

（
20
年
勤
続
表
彰
）

▼
第
４
分
団
第
１
班
長
＝
石
橋

護
（
東
岩
代
）、
第
４
分
団
＝
寺

本
博
和
（
西
岩
代
）、
第
５
分
団

＝
森
本
静
夫
（
谷
口
）、
第
８
分

団
＝
大
野
益
弘
（
清
川
）

■
平
成
22
年
退
団
者
へ
の

感
謝
状
（
役
職
な
ど
は
退
団
時
）

●
県
消
防
協
会
総
裁
感
謝
状
・

み
な
べ
町
長
感
謝
状

▼
第
１
分
団
分
団
長
＝
藤
川
忠

男
（
埴
田
）、
第
５
分
団
副
分
団

長
＝
武
田
光
央
（
徳
蔵
）、
第
６

分
団
第
２
班
班
長
＝
吉
本
雅
彦

（
西
本
庄
）、
第
８
分
団
第
２
班

班
長
＝
大
澤
久
雄
（
清
川
）、
第

３
分
団
＝
松
崎
健
次
（
気
佐
藤
）、

尾
﨑
弘
（
同
）、
第
４
分
団
＝
松

川
登
城
（
東
岩
代
）、岡
﨑
崇
（
西

岩
代
）、
寺
柿
利
彦
（
同
）、
第

５
分
団
＝
小
山
公
二
（
谷
口
）、

第
６
分
団
＝
畑
野
寿
孝
（
西
本

庄
）、
池
添
美
久
仁
（
同
）、
大

野
建
一
（
同
）、井
上
浩
一
（
同
）、

池
添
佳
宏
（
同
）、
西
川
昌
宏

（
同
）、
藤
原
弘
行
（
東
本
庄
）、

第
８
分
団
＝
下
向
明
（
清
川
）

■
平
成
21
年
度
消
防
功
労
者

表
彰
受
章
者
披
露

●
県
知
事
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

▼
第
７
分
団
分
団
長
＝
小
田
清

（
島
之
瀬
）

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
30
年
勤
続
章
）

▼
第
１
分
団
副
分
団
長
＝
萩
野

幸
一
（
埴
田
）

●
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤

続
功
労
章
）

▼
元
第
８
分
団
＝
下
向
明
（
清

川
）　
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地
震
が
起
き
た
と
き
、
家
具

な
ど
の
転
倒
は
、
身
の
危
険
だ

け
で
な
く
避
難
や
救
助
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
身
近

な
地
震
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

家
具
を
金
具
な
ど
で
固
定
す
る

転
倒
防
止
策
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
震
災
時
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
高
齢
者
な
ど
左
記
に
該
当

す
る
対
象
世
帯
の
家
具
に
転
倒

防
止
金
具
の
取
り
付
け
を
無
料

で
行
う
「
家
具
転
倒
防
止
金
具

等
取
付
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
か
ら
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
、ご
自
宅
に
（
社
）

み
な
べ
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
お
伺
い
し
て
、
取

り
付
け
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
○
世
帯
構
成
員
が
す
べ
て

65
歳
以
上
の
世
帯
の
世
帯
主
○

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
・

３
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
一
人
暮
ら
し
又
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
と
同
居
す
る
世

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
事
業
の
お
知
ら
せ

帯
の
世
帯
主
○
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
一
人
暮

ら
し
又
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
と
同
居
す
る
世
帯
の
世
帯

主
○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
・
２
級
・
３
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
一
人
暮
ら

し
又
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
と
同
居
す
る
世
帯
の
世
帯
主

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２

級
・
３
級
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
の
み
の
世
帯

の
世
帯
主
○
生
活
保
護
世
帯
の

世
帯
主

■
費
用　

取
り
付
け
る
金
具
等

の
費
用
は
、
利
用
者
が
負
担
。

但
し
、
取
り
付
け
費
用
は
無
料

（
町
負
担
）。

■
取
り
付
け
方
法　

○
取
り
付

け
る
家
具
は
、
１
対
象
世
帯
に

お
い
て
３
台
以
内
○
家
具
を
柱

や
壁
な
ど
に
固
定
す
る
な
ど
の

方
法
○
取
付
作
業
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
○

利
用
回
数
は
、
１
世
帯
に
つ
き

１
回

　

事
業
を
利
用
す
る
と
き
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
℡

72
─
１
３
８
９
）
ま
た
は
役
場

総
務
課
（
℡
72
─
２
０
５
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、（
財
）
日
本
消
防
協
会
が
行
う
「
女

性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
軽
可

搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
用

宝
く
じ
助
成
事
業
で

　

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
を
購
入

〔最も転倒防止効果が高い固定方法〕

軽可搬消防ポンプ一式アポロキャップ

　

郵
便
局
で
は
、
１
月
11
日
か

ら
、
南
部
梅
林
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ

レ
ー
ム
切
手
「
南
部
梅
林　

２

０
１
１
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

切
手
シ
ー
ト
の
販
売
部
数
は
、

南
部
梅
林
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
を
販
売

～
み
な
べ
の
梅
の
花
を
手
紙
に
添
え
て
～

１
０
０
０
枚
（
予
定
）
で
、

価
格
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シ
ー
ト
９
０
０
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切
手
×
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枚
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で
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梅
の
花

や
実
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の
写
真
で
彩

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
高
郡
内
や
御
坊
市
な
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①②③

ど
の
各
郵
便
局
で
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販
売
し
て

い
ま
す
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な
お
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の

開
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中
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に
開
設
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た
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所
で
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販
売
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て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
を
購
入

し
ま
し
た
。

※
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助
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業
は
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宝
く

じ
の
普
及
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報
を
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的
と
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て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し

て
い
ま
す
。
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平成２２年度町職員の給与などをお知らせします

平成２1年度普通会計決算にみる人件費の占める割合

平成２1年度全会計決算にみる職員給与費

　平成22年４月１日現在のみなべ町職員の給与などに
ついて、次のとおり公表します。
（給与など金額はすべて税金や各種共済保険料等を
差し引く前の額で、いわゆる手取額ではありません）

　また、平成22年４月１日現在のラスパイレス指数（一
般行政職）は、91.6です。（平成21年は91.8）

ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を100とした場合の地方公務員の給料水準を表したも
のです。例えば、国家公務員の給料月額を300,000円とすると、平成22年のみなべ町職員の給料
は（300,000円×0.916＝）274,800円になります。
平成22年4月1日現在、県内30市町村で一番高いのは田辺市の100.3、一番低いのは紀美野町
の88.0です。みなべ町の91.6は、低いほうから８番目になります。

１１９

１７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 21年～22年
の増減

17年～22年
の増減

２９
７

８

６
２１
１６９

１０

６.６

１４,３２８人 95億9,591万4千円 11億8,279万5千円 12.3%

９

５.９

８１

５３.３

２２

１４.５

２８

１８.４

２

１.３

１５２

１００.０

１２０
２９
７

８

８
２３
１７２

１１８
２８
７

８

８
２３
１６９

１１４
２７
６

７

９
２２
１６３

１１０
２６
６

６

８
２０
１５６

１０７
２６
６

６

８
２０
１５３

△３
±０
±０

±０

±０
±０
△３

△１２

155人

７２万円

1.25月分 1.50月分
（1.35月分）

2.75月分
（2.60月分）

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

５９万円
５３万円

２８万円
２２万円

２０万円

5億8,049万4千円

17万2,200円

2,191万7千円

104人

21万1千円

14万  100円 32万300円

1.25月分(1.25月分) 0.70月分(0.70月分)
1.50月分(1.35月分) 0.70月分(0.65月分)
2.75月分(2.60月分) 1.40月分(1.35月分)

44.4歳

8,456万5千円 2億1,768万3千円 8億8,274万2千円 569万5千円

△３
△１

△２

２
△１
△１６

●「その他」は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業に携わる職員です。

●給料：本俸のみの額　●給与：給料＋職員手当（扶養手当など）＋期末・勤勉手当

●但し、条例改正により、（　）のとおり年間の期末 
　手当2.60月分、勤勉手当1.35月分となりました。

但し、条例改正により、（　）のとおり12月支給期末
手当が1.35月分となり、年間の期末手当が2.60月と
なりました。 ●人件費には、首長や議員など特別職に支給される給与や報酬なども含まれています。  

 ●普通会計とは、一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計を合わせたものです。国民健康保険特別会計、  
 　老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、農業集落排水事業特別会計、  
 　公共下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計、水道事業会計から支出される人件費は含まれていません。  

（平成22年４月１日現在）

（平成22年4月1日現在）

（平成22年4月1日現在）

（平成22年4月1日現在）

（平成22年4月1日現在） （平成22年4月1日現在）

（平成21年度　全会計決算）

（平成22年4月1日現在）

(H20年度の人件費率13.0%)

(22.3.31現在)

配　偶　者
配偶者以外の扶養親族1人につき
（そのうちの1人については、配偶者がいない場合は　　　　 ）
（加算）満16歳から満22歳までの未就労の子

月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、家賃に応じ支給。
最高限度額27,000円

交通機関利用者には、その運賃等相当額を支給。交通用具使用者には、片道２km以上である時、
2,000円に、その超える距離１km毎に800円を加算した額を支給。支給限度額は26,000円。
参事40,000円　課長38,000円　副課長34,000円　主幹25,000円

13,000円
6,500円

5,000円
11,000円
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　昨年12月23日（木）、結成20年を迎えたプラムコーラス
の第８回クリスマスコンサートが、南部公民館で開かれま
した。
　コンサートの１部では「ありがとう」や日本の名曲などを
合唱し、また２部ではピアノ演奏やクリスマスソングなどが

披露されました。また、特別出演として町ジュニアバンドの
子どもたちも出場して、「じょいふる」などを演奏しました。
　来場者は、きれいな合唱や演奏に聴き入り、時には一
緒に口ずさみながら、楽しいコンサートのひとときを過ごし
ていました。

家内安全や
景気回復を願って
「えびす祭り」

　１月16日（日）、第６回みなべ町婦人大会が、ふれ愛センター
で開催され、会員約200人が参加しました。
　大会は、「みんなが参加できる婦人会」をテーマに開かれ、開
会行事やスローガンの確認を行いました。その後、白浜町　聖
福寺住職の関守研悟さんによる「ギター説法」があり、日本の四
季を歌った歌などを披露し、参加者は、なつかしい歌に聴き入っ
ていました。続いて、プラリズム～梅舞～による踊りがあり、参加
者も教えてもらいながら一緒によさこい踊りを楽しみました。

プラムコーラスが20周年記念　クリスマスコンサートを開催

第６回婦人大会開催

梅の郷救助隊が1.17のつどいに参加
　１月17日（月）、紀州梅の郷救助隊（尾﨑剛通隊長）が、今年も神戸市で
開かれた「阪神淡路大震災メモリアルイベント1.17のつどい」へボランティア
スタッフとして参加しました。
　隊として参加は５回目となる今回は、隊員と梅ママ隊員に大学生や一般
の参加者も加わり、総勢31人でした。

　１月９日（日）から11日(火)まで、
鹿島神社と須賀神社で「えびす
祭り」が行われ、家内安全や商売プ

ラ
ム
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん

　会場では、大勢の来場者に、朝夕
は茶がゆを、お昼には梅おにぎりを振
る舞い、炊き出しの合間には、梅の枝
や、提供された梅やみかんを配り喜
ばれました。また、場内整備や竹筒に
火を灯す手伝いなどを行いました。

浦
安
神
社

須賀神社鹿島神社

中村選手と棒引選手が町ジュニア駅伝チームを激励！
　１月５日、町民広場で行われたジュニア駅伝チームの練習に、山梨学院
大学３年の中村悠二選手（土井）と同大学１年の棒引隆次選手（清川）が
応援にかけつけ、小中学生と一緒にランニングなどを行いました。
　中村悠二選手は、１月２日・３日に行われた箱根駅伝に出場し、往路小
田原～箱根間の５区を力走しました。
　両選手共、小中学生時代にジュニア駅伝で活躍しており、後輩の小中学
生達に「走ることを楽しんで、がんばってほしい」と激励しました。
　また両選手は、来年の箱根駅伝の出場を目標に練習をしており、今後一
層の活躍が期待されています。

駅伝チームの学生と一緒に走る
　中村選手（右）と棒引選手（左）

繁盛を願う大勢の参拝者でにぎわいました。
　また、13日（木）、堺・浦安神社で「えびす
祭り」が行われ、神事の後、獅子舞と子ども
神輿の奉納が行われました。

米づくり体験　収穫祭でお餅つき

　上南部中学校では、地域との交流を目指し、６
年前より校区内の80歳以上の高齢者の方に
ジャンボ年賀状を作って届けています。
　今年も、全校生徒がそれぞれ、A4サイズの画
用紙に絵や言葉を書いた年賀状を作り、元日に
校区内の高齢者の方のお宅を訪問し、年賀状
を直接手渡して届けました。
　年賀状を受け取った方からは、後日学校へ
「やさしい心の温まる言葉がうれしい」「毎日な
がめて楽しんでいる」「元気づけられる」などたく
さんの返事が寄せられました。生徒達からも、地
域の方とのふれあいを大切に考え、今後も続け
ていきたいとの感想が聞かれました。

　昨年12月25日（土）、町青少年育成町民会議は、町生涯学習セン
ターで餅つき大会を行いました。
　昨年から実施している米づくり体験事業で、子どもたちは６月に
は田植え、９月に稲刈りなどを行い、米づくりを体験してきました。
　この日は収穫祭として、小学生約70人と保護者らが参加して、収
穫したもち米で、昔ながらのきねと石うすを使ってのお餅つきを楽し
みました。

心のこもったメッセージを添えて・・
「ジャンボ年賀状」を届けました！
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プラムコーラスが20周年記念　クリスマスコンサートを開催

第６回婦人大会開催

梅の郷救助隊が1.17のつどいに参加
　１月17日（月）、紀州梅の郷救助隊（尾﨑剛通隊長）が、今年も神戸市で
開かれた「阪神淡路大震災メモリアルイベント1.17のつどい」へボランティア
スタッフとして参加しました。
　隊として参加は５回目となる今回は、隊員と梅ママ隊員に大学生や一般
の参加者も加わり、総勢31人でした。

　１月９日（日）から11日(火)まで、
鹿島神社と須賀神社で「えびす
祭り」が行われ、家内安全や商売プ

ラ
ム
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん

　会場では、大勢の来場者に、朝夕
は茶がゆを、お昼には梅おにぎりを振
る舞い、炊き出しの合間には、梅の枝
や、提供された梅やみかんを配り喜
ばれました。また、場内整備や竹筒に
火を灯す手伝いなどを行いました。

浦
安
神
社

須賀神社鹿島神社

中村選手と棒引選手が町ジュニア駅伝チームを激励！
　１月５日、町民広場で行われたジュニア駅伝チームの練習に、山梨学院
大学３年の中村悠二選手（土井）と同大学１年の棒引隆次選手（清川）が
応援にかけつけ、小中学生と一緒にランニングなどを行いました。
　中村悠二選手は、１月２日・３日に行われた箱根駅伝に出場し、往路小
田原～箱根間の５区を力走しました。
　両選手共、小中学生時代にジュニア駅伝で活躍しており、後輩の小中学
生達に「走ることを楽しんで、がんばってほしい」と激励しました。
　また両選手は、来年の箱根駅伝の出場を目標に練習をしており、今後一
層の活躍が期待されています。

駅伝チームの学生と一緒に走る
　中村選手（右）と棒引選手（左）

繁盛を願う大勢の参拝者でにぎわいました。
　また、13日（木）、堺・浦安神社で「えびす
祭り」が行われ、神事の後、獅子舞と子ども
神輿の奉納が行われました。

米づくり体験　収穫祭でお餅つき

　上南部中学校では、地域との交流を目指し、６
年前より校区内の80歳以上の高齢者の方に
ジャンボ年賀状を作って届けています。
　今年も、全校生徒がそれぞれ、A4サイズの画
用紙に絵や言葉を書いた年賀状を作り、元日に
校区内の高齢者の方のお宅を訪問し、年賀状
を直接手渡して届けました。
　年賀状を受け取った方からは、後日学校へ
「やさしい心の温まる言葉がうれしい」「毎日な
がめて楽しんでいる」「元気づけられる」などたく
さんの返事が寄せられました。生徒達からも、地
域の方とのふれあいを大切に考え、今後も続け
ていきたいとの感想が聞かれました。

　昨年12月25日（土）、町青少年育成町民会議は、町生涯学習セン
ターで餅つき大会を行いました。
　昨年から実施している米づくり体験事業で、子どもたちは６月に
は田植え、９月に稲刈りなどを行い、米づくりを体験してきました。
　この日は収穫祭として、小学生約70人と保護者らが参加して、収
穫したもち米で、昔ながらのきねと石うすを使ってのお餅つきを楽し
みました。

心のこもったメッセージを添えて・・
「ジャンボ年賀状」を届けました！
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●一刀斎夢録　上下（浅田
次郎）●白いしるし（西加奈
子）●マイ・アントニーア（Ｗ・
ギャザー）●余命１８日をどう
生きるか（田村恵子）●直感
でわかる微分積分（畑村洋太
郎）●ブロッコリー・カリフラワー
の作業便利帳（藤目幸擴）
●歩きながら考えよう　建築も
人生も（安藤忠雄）

　昆虫を中心とする自然写真
家が、肉眼ではわかりにくい昆
虫の顔を撮影し、拡大して、生
態についての解説とともに紹
介します。美しい複眼、顔面も
恐ろしいオオスズメバチ、愁い
を帯びたカイコの表情など、興
味深い昆虫たちの魅力を伝え
ます。●バンビ（ザルテン）●トゥイン

クル　ひかりもの（香月日輪ほ
か）●できるスポーツテクニック
野球１，２●子どものための
ハーブブック（ティエラ）●タネ
の大図鑑●ささやき貝の秘密
（ロフティング）●かわうそ３きょ
うだい（あべ弘士）●恐竜研
究所へようこそ（林原自然科
学博物館）●日本の歴史人物
（佐藤和彦）

●科学捜査（法科学鑑定研
究所）●さくらの丘で（小路幸
也）●366日誕生石の本（斉藤
貴子）

　「ひみつ」ってことばには、魔法のような力がある
よね。「ひみつ」がつまった、絵本やおはなしはいか
がですか？

　人々に歌い継がれている名曲、懐かしいメロ
ディ、いつも口ずさむ歌。誰にでも、心に残っている
歌がありますね。励まされたり、元気をもらったり、そ
んな歌にまつわる本や歌集、ＣＤを紹介します。

「心の歌」

「ひみつ・秘密！」

2月9日（水）

74-3283
72-1410

田島栄次　（学研教育出版）

　小学五年生で失明した加
瀬三郎さんが、さまざまな苦労
を乗りこえ、折り紙大使として、
世界の子どもたちに喜びを
贈っていくまでを描いた本当に
あった話。暖かくも厳しいお母
さんに、ほろりとします。

折
り
紙
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

昆
虫
顔
面
図
鑑  

日
本
編

海
野
和
男

 

（
実
業
之
日
本
社
）

　むかしむかし、海には今より
たくさんのさかながいた。その
なかに、1匹のかしこいさかな
がいた。このさかなは、なんと
か陸にあがることはできないか
と考えに考えて・・・。さかなから
人間まで、その進化の過程を
えがいたものがたりです。

クリス・ウォーメル
　（徳間書店）

午後３時から

●ころんだのだあれ？（田中清
代）●ぎゅうにゅうだいへんし
ん！（中山章子監修）●だいじょ
うぶ3組（乙武洋匡）

かしこいさかなはかんがえた

　恒例になってきた南部高校と神島高校の「ポップ大
賞」の展示を、今年も行います。絵と短い文章で、本の魅
力を紹介するポップ。昨年以上の力作ぞろいです！
　ぜひ、ご覧ください。

　「冬休みおはなし会」で、
絵手紙サークル「ピカソグ
ループ」の皆さんが、手作り
紙芝居「ちょっとうめえはな
し」を熱演してくれました。

日時：2月25日（金）
午後7時～（開場6時50分）
場所：図書館（ゆめよみ館）

「ポップ大賞展」

冬休みおはなし会

日時：2月15日（火）～2月24日（木）

カレンダー2

※入場には、整理券が必要です。
　ゆめよみ館、上南部分館で
　配布しています。

●１日（火）休館（月末整理日）

●3月1日（火）休館（月末整理日）
●28日（月）休館

●26日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　　おはなし会（14:00～）

●25日（金）李広宏  日本・中国・世界
　　の心の歌コンサート
　　〔19：00～（開場18：50）〕

●24日（木）ちいさいひとのための
　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●21日（月）休館
●19日（土）おはなし会（14:00～）
●15日（火）ポップ大賞展〔～24日〕
●14日（月）休館
●12日（土）おはなし会（14:00～）
●11日（金）休館　建国記念の日

●10日（木）ちいさいひとのための
　　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●７日（月）休館

●５日（土）わくわくタイム（10：30～）
　　おはなし会（14:00～）

日本・中国・世界の
　心の歌コンサート

開館
１０周年記念

李広宏

李
広
宏
氏
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国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め

て
払
う
と
割
引
さ
れ
る
前
納
制

度
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
平
成
22
年
度
で
は
、
１
年
分
前

納
し
た
場
合
17
万
７
９
８
０
円

に
な
り
、
毎
月
々
の
納
付
よ
り

３
２
２
０
円
お
得
で
し
た
。）

　

前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
４
分

の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
を
納
付

す
る
多
段
階
納
付
の
場
合
も
利

用
で
き
ま
す
。（
但
し
、
多
段
階

納
付
の
前
納
は
現
金
納
付
の
み
）

▼
お
得
な
口
座
振
替
早
収
割
引

　

口
座
振
替
の
場
合
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
り
替
え

す
る
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度

を
利
用
す
る
と
、
１
か
月
あ
た

り
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、

初
回
の
み
前
月
分
と
当
月
分
が

一
緒
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
前
納
と
口
座
振
替
で
Ｗ
お
得

　

前
納
制
度
と
口
座
振
替
早
収

割
引
制
度
を
併
用
す
る
と
、
さ
ら

に
お
得
で
す
。
平
成
22
年
度
で

は
１
年
前
納
の
場
合
、
合
計
３

８
０
０
円
お
得
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
口
座
振

替
で
１
年
前
納
や
４
月
～
９
月

分
の
６
か
月
前
納
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
２
月
28
日
（
月
）
ま

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
を
希
望
す
る
方
は

　

２
月
末
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
登

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
の
廃
車
や

名
義
変
更
は
３
月
中
に

で
に
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
年

金
事
務
所
の
い
ず
れ
か
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
※
年
金
手

帳
や
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
と
、
通
帳
・

届
出
印
が
必
要
で
す
。）

　

く
わ
し
く
は
、
田
辺
年
金
事

務
所
（
℡
24
─
０
４
３
２
）
か

住
民
環
境
課
国
民
年
金
係
へ
。

　

町
が
来
年
度
に
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
、
ま
た
物
品
の

製
造
や
販
売
、
役
務
の
提
供
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

町
内
業
者
の
方
は
、
申
請
書
類

検
査
室（　
72
━
２
１
４
２
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
受
付
は
３
月
１
日
か
ら

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
今
回

は
、
追
加
受
付
と
な
り
ま
す
の

で
、
新
た
に
入
札
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
の
み
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

受
付
期
間
は
、
３
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
（
土
日
祝
日
を
除

く
）
ま
で
で
す
。

　

提
出
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
検

査
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

録
を
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
車
両
の
廃

車
や
譲
渡
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、
３
月
中
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し

た
場
合
も
、
そ
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
→
役
場

税
務
課
へ
。

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二
輪

車
、
軽
自
動
車
→
田
辺
自
動
車

整
備
協
同
組
合
（
℡
22
─
４
７

３
２
）
へ
。
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申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
２
月
16
日
（
水
）
～

３
月
15
日
（
火
）
ま
で
、
こ
の

広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し
た

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

町
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申
告

受
付
は
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

チ
ラ
シ
の
通
り
、
申
告

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

（
還
付
申
告
は
２
月
１

日
（
火
）
か
ら
受
付
し

ま
す
）

　

農
業
・
漁
業
・
商
工

業
・
営
業
な
ど
の
方
、

源
泉
徴
収
を
し
て
い
な

所
得
税
・
贈
与
税
の

納
税
も
３
月
15
日
ま
で

●
口
座
振
替
な
ら
４
月
22
日

　

所
得
税
と
贈
与
税
の
納
税
も
、

３
月
15
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

預
金
口
座
か
ら
の
振
替
納
税
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
振
替

納
付
日
は
４
月
22
日
（
金
）
に

な
り
ま
す
。

　

消
費
税
の
納
税
は
、
３
月
31

日
（
木
）
ま
で
で
す
。
振
替
納

税
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、

振
替
納
付
日
は
、４
月
27
日（
水
）

に
な
り
ま
す
。

３
月
１
・
２
・
３
・
４
日
は
、

税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相
談
日

　

３
月
１
日
（
火
）・
２
日
（
水
）・

３
日
（
木
）・
４
日
（
金
）
に
、

御
坊
税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相

談
が
、
そ
れ
ぞ
れ
役
場
第
１
庁

舎
３
階
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

譲
渡
所
得
（
土
地
な
ど
の
売

買
）、
ま
た
は
消
費
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
こ
の
出
張
相
談

日
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。

　

尚
、
確
定
申
告
書
の
控
に
御

坊
税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な

方
は
、
３
月
１
日
～
４
日
の
相

談
日
に
税
務
署
員
に
受
付
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
た
い
が
、平
日
は

休
め
な
い
と
い
う
皆
さ
ん
、

３
月
６
日
、日
曜
日
の
申
告

受
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

給
与
所
得
者
な
ど
で
、
給
与

所
得
の
ほ
か
に
家
賃
収
入
や
配

当
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
、
ま
た
、

医
療
費
、
雑
損
、
住
宅
取
得
借

入
金
な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う

（
還
付
申
告
）
と
す
る
方
も
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
日

に
休
み
が
取
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
３
月
６
日
（
日
）
午
前
９

時
～
午
後
３
時
ま
で
、
役
場
第

１
庁
舎
で
申
告
を
受
け
付
け
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国
保
税
の
所
得
申
告
も

４
月
15
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

　

世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険（
国

保
）
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

収
入
が
な
く
て
も
所
得
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
世
帯
主
は
、
国
保
加
入
者
で
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
原
則
と

し
て
国
保
税
の
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す
）

　

申
告
を
し
な
い
と
、
未
申
告

扱
い
と
な
り
、
国
保
税
減
額
の

特
例
（
均
等
割
額
と
平
等
割
額

の
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
）

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
所
得
が
無
く
て
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
４
月

15
日
（
金
）
ま
で
に
税
務
課
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
申
告

に
は
認
め
印
が
必
要
で
す
）

■
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
も
、
収
入

が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告
・
申
告
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
御
坊
税
務

署
（
代
表
℡
０
７
３
８
─
22
─

０
６
９
５
）か
、役
場
税
務
課
へ
。

い
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
、

配
当
所
得
や
不
動
産
所
得
、
一

時
所
得
が
あ
っ
た
な
ど
申
告
義

務
の
あ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申

■寄附金控除の改正
　寄附金控除について、適用下限額が２千円
　（改正前５千円）に引き下げられました。
■平成 22 年度の改正事項のうち、平成 23
　年分の所得税から適用される主なもの
○扶養控除の見直し

平成22年分所得税の主な改正点

（1）	年少扶養親族（扶養親族のうち年齢 16 歳	
	 未満の者）に対する扶養控除が、廃止さ	
	 れました。これに伴い、扶養控除の対象	
	 となる控除対象扶養親族は、年齢 16 歳以	
	 上の扶養親族とされました。

（2）	年齢 16 歳以上 19 歳未満の者に対する扶	
	 養控除については、63 万円→ 38 万円とさ	
	 れました。

　この扶養控除の変更については、平成
23 年分（来年の申告）からの適用となり
ますのでご注意ください。

注 

意

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
は
、
所
得
金
額

や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な

書
類
で
す
か
ら
、
自
己
責
任
の

も
と
ご
自
身
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

（
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
れ

ば
、
改
め
て
町
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）　

　

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
、
３
月
31
日
（
木
）

ま
で
で
す
。
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総
務
省
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

視
聴
で
き
て
い
な
い
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」

に
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
支
援
の
対
象
に

「
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
」が
、

新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
視
聴
で
き
て
い
な
い

「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る

世
帯
」
へ
も
、
お
申
し
込
み
頂

く
と
、簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１ 

台
）
が
無
償
で
給
付
（
配
送
）

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

　
　

低
所
得
者
支
援
の
拡
大
に
つ
い
て

〔
※
支
援
を
受
け
る
に
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
放
送
受
信
契
約
を
結
ん
で

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す

の
で
、
ま
だ
結
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
申
込
後
に
放
送
受
信
契
約

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。〕

　

く
わ
し
く
は
、
総
務
省 

地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
５
７
０
─
０
２
３

７
２
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免

除
世
帯
へ
の
支
援
の
お
問
合
せ

は
、総
務
省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
５

７
０
─
０
３
３
８
４
０
）
ま
で

　

昨
年
12
月
に
、
近
隣
市
町
村

で
、
強
引
な
貴
金
属
買
取
業
者

が
現
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
京
都
と
大

阪
で
、
訪
問
買
取
業
者
に
よ
る

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
そ
の

後
「
貴
金
属
を
見
せ
て
ほ
し
い
」

と
訪
問
を
受
け
、
断
れ
切
れ
ず

に
半
ば
強
引
に
買
い
叩
か
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。

　

訪
問
に
よ
る
「
買
取
」
の
場

合
は
、「
販
売
」
と
違
っ
て
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
が
出
来
ま
せ
ん
。

後
で
「
や
め
た
い
」
と
申
し
出

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

悪
質
な
訪
問「
買
い
取
り
」

業
者
に
ご
注
意
を
！

て
も
「
も
う
処
分
し
た
」
等
と

言
わ
れ
、
取
り
戻
せ
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
悪
質
な
業

者
は
、い
ろ
い
ろ
な
手
口
を
使
っ

て
訪
問
し
て
き
ま
す
。
一
番
の

予
防
策
は
、
安
易
に
訪
問
を
承

諾
し
な
い
こ
と
で
す
。
軽
い
気

持
ち
で
頼
ま
な
い
よ
う
に
、
ご

注
意
下
さ
い
。

プレママ＆フレッシュママ交流事業
『ベビーマッサージ』

「マタニティー＆ベビーサロン」

日時：2月16日（水）13：30～14：30
場所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
対象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内容：「胎児ちゃん人形」でおなかの赤ちゃん
　　 をイメージしよう
　    出産に向けて助産師からのアドバイス

日　時：2月14日（月）13：30～15：00
場　所：ふれ愛センター
対　象：妊婦または1歳未満のお子さんの保護者
受付期間：2月1日（火）～2月10日（木）
　　　　（先着20名）※申し込みが必要です
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）
　　　（℡72－2371）
持ち物：タオル1～2枚、バスタオル1枚

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL
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２
月
６
日
、田
辺
市
で

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と

フ
ェ
ア
を
開
催

　

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
フ
ェ

ア
が
、
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま

す
。（
田
辺
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

紀
南
福
祉
人
材
バ
ン
ク
主
催
）

▼
日
時　

２
月
６
日
（
日
）
午

後
１
時
～
３
時
30
分

▼
場
所　

田
辺
市
、
ハ
ナ
ヨ
ア

リ
ー
ナ
（
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ

ナ
ヨ
）

　

求
人
事
業
所
か
ら
仕
事
内
容

平成23年度
ガールスカウト新団員募集中！

　みなべガールスカウトが、平成 23 年度の
新入団員を次の通り募集します。
●募集人数　若干名（応募多数の場合は、　
抽選させていただきます。）
●募集学年　新小学１年生

（他の低学年で入団したい方は、お問い合せ下さい。）
●応募方法　教育学習課（℡ 74 － 3134）へ
電話で申し込んでください。その際、児童名・
学校名・保護者名・住所・電話番号をお聞き
します。
●申込締切　２月１７日（木） （仮申し込みになります）
●体　験　日時：２月２０日（日） 午前9時30分
　説明会　場所：生涯学習センター（谷口）
　申し込みをされた方は、２月 20 日の体験
説明会に来てください。

や
施
設
の
雰
囲
気
な
ど
の
発
表

や
、
希
望
す
る
事
業
所
の
方
と

直
接
面
談
で
き
る
個
別
面
談
、

資
格
相
談
、
進
路
相
談
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
福
祉
に
つ
い
て
の
総

合
的
な
相
談
や
、
紀
南
福
祉
人

材
バ
ン
ク
へ
の
求
職
登
録
も
で

き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
田
辺
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
紀
南
福
祉
人
材

バ
ン
ク
（
℡
26
─
４
９
１
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

幹
部
自
衛
官
等
を

　

募
集
し
ま
す

　

防
衛
省
は
、
平
成
23
年
度
自

衛
官
採
用
試
験
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

（
①
応
募
資
格
〔
年
齢
は
、
平
成

24
年
４
月
１
日
現
在
〕
②
受
付

期
間 

③
試
験
日
）

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般

（
飛
行
を
含
む
）・
技
術
）　

①
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
②
５
月

６
日
ま
で
③
１
次
＝
５
月
14
日

（
土
）、
15
日
（
日
）（
飛
行
要
員

の
み
）

●
医
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

①
■
歯
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
30
歳
未
満
で
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正
規

の
歯
学
課
程
を
卒
業
し
た
方（
平

成
24
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

■
薬
剤
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
28
歳
未
満
で
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正
規

の
薬
学
課
程
を
卒
業
し
た
方（
平

成
24
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

②
５
月
６
日
ま
で
③
１
次
＝
５

月
14
日
（
土
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官　

①
医
師
免
許
又
は
歯
科
医
師
免

許
を
取
得
し
、
条
件
を
満
た
す

方
②
５
月
６
日
ま
で
③
５
月
20

日
（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生　

①
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
方
②
５
月
６
日

ま
で
③
１
次
＝
５
月
21
日
（
土
）

●
予
備
自
衛
官
補　

①
■
一
般

公
募　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
方
■
技
能

公
募　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を

有
す
る
方
②
４
月
６
日
ま
で
③

４
月
15
日
～
18
日
の
間
何
れ
か

１
日

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所
（
℡
０
７
３
８
─
23
─

０
０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務

課
へ
。
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

下
さ
い
。（http://w

w
w

.m
od.

go.jp/pco/w
akayam

a/

）

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野

サ
テ
ラ
イ
ト
が
受
講
生
募
集

　

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
平
成
23
年
度
前

期
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
と

学
部
開
放
授
業
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

●
大
学
院
授
業　

定
員
各
10
名

「
農
山
漁
村
探
訪
：
和
歌
山
の

『
今
』
と
活
性
化
」
ほ
か
２
科
目

　

学
部
開
放
授
業　

定
員
各
50

名
「
上
方
落
語
論
」
ほ
か
１
科
目

●
開
講
日　

４
月
～
７
月

●
受
講
場
所　

田
辺
市
新
庄
町
、

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ

ｇ
・
Ｕ

●
申
込
締
切
日　

３
月
１
日（
火
）

　

授
業
内
容
、
費
用
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
と

受
講
申
し
込
み
は
、
同
サ
テ
ラ

イ
ト
事
務
室
（
℡
23
─
３
９
７

７
）
へ
。

　

長
い
伝
統
と
わ
が
国
最
大
規

模
を
誇
る
公
募
展
「
第
42
回
日

展
（
大
阪
展
）」
が
、
次
の
通
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
も
、田
中
紀
子
さ
ん
（
東

吉
田
）
の
工
芸
美
術
作
品
『
礁
』

が
、
出
展
さ
れ
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
、
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

２
月
19
日
（
土
）
～

３
月
21
日
（
月
・
祝
）（
月
曜
日

は
休
館
、但
し
３
月
21
日
を
除
く
）

●
会
場　

大
阪
市
立
美
術
館（
℡

06
─
６
７
７
１
─
４
８
７
４
、

天
王
寺
公
園
内
）

　

く
わ
し
く
は
、
大
阪
市
立
美
術

館
へ
。

２
月
19
日
～
３
月
21
日
、

大
阪
市
立
美
術
館
で
特
別
展

「
第
42
回
日
展
」を
開
催
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※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送ります。

2月2日（水）
平成22年9月21日～平成22年10月31日生まれのお子さん

13：00～13：20

三種混合（1期初回）

2月4日（金）
平成21年12月1日～平成22年1月31日生まれのお子さん

平成22年7月・8月生まれのお子さん

13：00～13：20

B C G

2月18日（金） 13：00～13：20

麻疹風疹混合ワクチン

2月8日（火）
2月21日（月）

年長児（平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれ）
で1期初回の接種がまだのお子さん

13：00～13：20

場所：岩代小学校

日本脳炎（1期初回）

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を、学校を
　通じて配付します

岩代小学校4・5・6年生
2月15日（火）日本脳炎（1期追加・2期）

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

（平成21年6月・7月生まれ） 2月9日（水） 13：00～13：301 歳 6 か月児健診

（平成22年10月生まれ） 2月23日（水） 13：00～13：30４ か 月 児 健 診

　子宮頚がんは、ウイルス感染が原因で、20～ 30歳代
の若い人に急増しています。子宮頚がんのピークは、
30歳代後半です。早期のがんは症状が出ないので、検
診が必要です。乳がんは、女性ホルモンの影響を受け
るため、一番多いのは閉経前の40歳代後半です。女性
特有のがんは、早期発見されれば完治の可能性が高
いとされています。
　平成22年５月に、年齢に応じて対象者の方に、子宮
がん・乳がん検診の「無料クーポン券」と「検診手帳」
を送付しました。まだ受診されていない方は、ぜひこの
機会に検診を受けてください。クーポン券の有効期限
は、平成23年3月31日です。

子宮がん検診、乳がん検診の
「無料クーポン券」で
もう検診を受けましたか？

　平成17年度より中止になっていました日本脳炎予防
接種が、再開されています（義務ではありません）。日
本脳炎予防接種２期は、９歳～13歳の間に１回接種し
ますが、現在中学１年生～中学３年生のお子さんは、
中止になっていたため、接種できていない方がいます。
法律で、定められた年齢はすぎていますが、みなべ町
が救済措置として希望者のみ接種します。希望される
方は、ふれ愛センターまでお問い合わせください。

日本脳炎予防接種２期のお知らせ
（対象：中学１年生～中学３年生）

おひさま広場（保育所開放）
（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

高城保・ひなまつり 3日（木）10：00～11：00

4日（金）10：00～11：00

4日（金）10：00～11：00

清川保・外で自由遊び

南部保・親子で遊ぼう
愛之園保育園 お　休　み

3・17日（木）10：00～11：00上南部保・外で自由遊び

３月

3日（木） 10：00～11：00（℡ 75-2044）高城保育所

お　休　み（℡ 76-2251）清川保育所

3日（木） 10：00～11：00（℡ 74-3022）上南部保育所

17日（木） 10：00～11：00

（雨天中止）

（℡ 74-3022）上南部保育所

２月 節分まつり

自由遊び

（℡ 72-4520）南部保育所 3日（木） 10：00～11：00

16日（水） 10：00～11：00（℡ 72-2371）愛之園保育園

9：30～12：00／13：30～16：00　役場第１庁舎で

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）をご持参ください。

２月１4日（月）（南部ライオンズクラブ・町共催）

2月4日（金）・18日（金）・25日（金）18：00～21：00

　昨年、ミニドックや胸部レントゲン検診を受診して
「精密検査が必要」と言われたのに、まだ検査に行っ
ていないという方はいらっしゃいませんか。精密検査
を受けないことは、本来の目的であるがんの早期発見
ができません。早く医療機関へ行って、検査を受ける
ことをおすすめします。

精密検査が必要と言われたのにまだの方は
早く医療機関で受診してください！

　ふれ愛センター玄関前の
花壇は、いつもきれいな花が
咲き、訪れる人々を出迎えて
います。これは、ボランティア
の皆さんが、四季折々の花を

心が和むひとときを・・

花の植え替え作業

門松の前で

植え、手入れをして育てて
くれているおかげです。ま
た年末には、センター利用
者の皆さんが協力して、
玄関前に手作りの門松を
飾ってくれました。
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２月の消費生活相談会
10日（木）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

２月の人権・行政相談
9日（水）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

２月の県による巡回職業相談
24日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業総
務課（℡0738 -24 -2946）へ。

2月は

◆白梅幼、来年度新入園児説明会
◆清川小、開校記念行事
　（136周年）、なわとび大会
◆南部幼、節分（鬼と遊ぼう）
◆愛之園保・ひかり保・南部保・
　上南部保・高城保・清川保、
　節分（豆まき）
◆岩代小、節分集会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、南部・上南部・高城保育所）

◆給与所得者などの還付申告
　受付開始（御坊税務署、または
　役場税務課で）

◆南部幼、観梅
◆高城保、交通安全教室

◆清川中1年生、福祉体験学習
◆南部中3年生、三者面談
◆献血（9：30～12：00、13：30～
　16：00役場第１庁舎前）
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆日本脳炎（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部小5年生、授業参観

◆白梅幼、節分(豆まき) 
◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部小、中学校入学説明会
◆岩代小、中学校入学説明会
◆上南部保・高城保、人形劇観劇
◆麻疹風疹混合ワクチン
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、
　梅林太鼓（南部梅林）
◆白梅幼、園庭開放日
◆南部梅林、紀州梅林太鼓
　（上南部中生徒）
　（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林、ロボットで遊ぶ
　（12：00～・14：30～）
◆南部郷図工美術作品展
　（～6日・南部公民館）

◆南部梅林、
　第2回梅酒コレクションイン
　みなべ（無料試飲会）（10：00～）
　よさこいおどり（13：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林、
　大梅林祭　獅子舞（11：00～）
　もちつき（11：30～）・プララと
　サイコロゲーム（14：00～）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆南部幼年長児、生活発表会
◆上南部保、
　来年度新入児入所説明会
◆白梅幼、園庭開放日
◆岩代大梅林、もちつき（11：30～）・
　岩代大梅林音楽祭（吹奏楽）（12：00～）
◆南部梅林、炭琴演奏会（11：00～）・
　梅の種とばし大会（13：00～）・
　もち投げ（15：00）
◆第3回紀州みなべ検定試験、
　（10：00～・南部公民館、ふれ愛センター）

◆ひかり保、
　保育参観（ひな人形作り）
◆岩代大梅林、ダブルダッチ体験
　（11：30～）・よさこい鳴子踊り
　（ひかり保育所園児）（13：00～）

◆愛之園保、おやつバイキング

◆岩代大梅林、
　北道王子太鼓（13：00～）
　梅の種飛ばし大会（14：00～）
◆南部梅林、
　お茶席（野点）無料（10：30～）
　お楽しみクイズ大会（13：30～）
　もち投げ（15：00）

◆第10回市町村対抗ジュニア
　駅伝競走大会（和歌山市）
◆ガールスカウト体験学習会・保
　護者説明会（生涯学習センター）
◆岩代大梅林、よさこい祭り
　（プラリズム～梅舞～ほか）（12：00～）
◆南部梅林、北道王子太鼓
　（13：00～）・もち投げ（14：30）

◆南部梅林、
　梅の花プレゼント（15：00～）
◆岩代大梅林、もちまき（15：00～）

◆休日申告受付日、
　（9：00～15：00・役場第1庁舎）

◆高城小、日曜授業参観・
　文化部行事・学級懇談会
◆岩代大梅林、炭琴・大正琴
　コンサート（12：00～）
◆南部梅林、ビンゴゲーム大会
　（13：00～）・もち投げ（14：30）
◆福祉・介護のしごとフェア
　（13：00～・田辺市ハナヨアリーナ）

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

世界湿地の日

食育の日 旅券の日

北方領土の日

◆清川中2年生、福祉体験学習
◆高城保、クッキング
◆日本脳炎（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城小6年生、
　中学校授業見学・入学説明会
◆高城保、
　来年度新入児入所説明会
◆清川保、遠足（梅林）
◆「ポップ大賞展」、
　（～24日・ゆめよみ館）
◆日本脳炎（１期追加・2期）
　（岩代小学校）

◆南部小2年生、授業参観
◆上南部保年長児、
　小学校体験入学
◆愛之園保、eco孫爺一緒に
　作ろうクッキー
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

■南部高校、卒業式（9：30～）

◆清川保、来年度新入児体験入園
◆南部保、遠足（梅林）
◆1歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆人権・行政相談
　（13：30～・第１庁舎）

◆町県民税の申告・所得税の
　確定申告受付開始（～3月15日）
◆南部幼年中・年少児、生活発表会
◆清川中１・２年生、授業参観、
　3年生3者面談（～18日）
◆白梅幼、園外保育（梅林）
◆高城保、保育参加
◆愛之園保、クッキング（・17日）
◆南部保、クッキング
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、愛之園保）
◆マタニティー＆ベビーサロン、
　（13：30～・愛之園保）

◆南部幼、新入児体験入園
◆上南部保、
　マラソン大会（10：00～）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、校外学習
◆高城中1年生、総合発表会
◆清川中、お別れ遠足
◆岩代小、なわとび集会
◆上南部保、園外保育（梅林）
◆愛之園保、懇談会（19：30～）
◆消費生活相談会、
　（13：00～・役場第1庁舎）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆高城中2年生、総合発表会
◆南部保、新入園児説明会（13：00～）
◆清川中、薬物乱用防止教室
◆こひつじランド第10回育児
　講座親子クッキング
　（10：00～・ふれ愛センター）
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、上南部保）

◆岩代小、参観授業・学級懇談会
◆南部小1・4年生、授業参観
◆上南部小、
　授業参観・中学校入学説明会
◆清川中、校内球技大会
◆高城中、参加型体験学習
◆高城保、お弁当作り
◆南部幼、昼食会
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

わかやま元気企業就職説明会
（13：00～・Ｂig･Ｕ）

◆愛之園保、ひなまつり
◆南部保、ひなまつり会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、上南部保・高城保）

◆南部梅林、梅供養（10：00）
　梅料理キャンペーン（展示、
　試食会）・梅茶サービス・第2回
　梅酒コレクションインみなべ
　（無料試飲会）（11：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林、
　尻相撲（12：00～）
　ダブルダッチ体験（13：00～）
　銭太鼓（14：00～）

◆上南部保、音楽発表会（10：00～）
◆清川小、
　中学校新入生説明会（13：10～）
◆清川中、新入生保護者説明会
◆高城中、三者面談（～22日）
◆ひかり保、マラソン大会
◆高城保、遠足（梅林）
◆高城小5年生、喫煙防止教室
◆三種混合（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆ゆめよみ館開館10周年記念
　「李広宏　日本・中国・世界の
　心の歌コンサート」、
　（19：00～・ゆめよみ館）
◆清川中、3年生3者面談（～3/1）
◆南部小3年生、クラブ見学
◆南部長寿大学、
　（「地域学習」・南部公民館）

◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、南部保・清川保）

製品安全点検日

節分 立春

建国記念の日

各納期　固定資産税（普通徴
収4期）/国民健康保険税（普通
徴収8期）/後期高齢者医療保
険料（普通徴収8期）/介護保険
料（普通徴収8期）/公共下水道
受益者負担金（4期）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

２月の田辺年金事務所年金相談
12日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆海外安全・パスポート管理促
　進キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン
　（～3月31日）
◆「はたちの献血」
　キャンペーン（～2月28日）
◆緑の募金（～5月31日）
◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動
　全国強調月間
◆省エネルギー月間
◆平成22年分の所得税の
　確定申告（2月16日～3月15日）

各梅林のイベントは、
開花状況や天候によって
変更する場合があります
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２月の消費生活相談会
10日（木）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

２月の人権・行政相談
9日（水）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

２月の県による巡回職業相談
24日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局産業総
務課（℡0738 -24 -2946）へ。

2月は

◆白梅幼、来年度新入園児説明会
◆清川小、開校記念行事
　（136周年）、なわとび大会
◆南部幼、節分（鬼と遊ぼう）
◆愛之園保・ひかり保・南部保・
　上南部保・高城保・清川保、
　節分（豆まき）
◆岩代小、節分集会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、南部・上南部・高城保育所）

◆給与所得者などの還付申告
　受付開始（御坊税務署、または
　役場税務課で）

◆南部幼、観梅
◆高城保、交通安全教室

◆清川中1年生、福祉体験学習
◆南部中3年生、三者面談
◆献血（9：30～12：00、13：30～
　16：00役場第１庁舎前）
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆日本脳炎（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部小5年生、授業参観

◆白梅幼、節分(豆まき) 
◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部小、中学校入学説明会
◆岩代小、中学校入学説明会
◆上南部保・高城保、人形劇観劇
◆麻疹風疹混合ワクチン
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、
　梅林太鼓（南部梅林）
◆白梅幼、園庭開放日
◆南部梅林、紀州梅林太鼓
　（上南部中生徒）
　（11：00～・13：00～）
◆岩代大梅林、ロボットで遊ぶ
　（12：00～・14：30～）
◆南部郷図工美術作品展
　（～6日・南部公民館）

◆南部梅林、
　第2回梅酒コレクションイン
　みなべ（無料試飲会）（10：00～）
　よさこいおどり（13：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林、
　大梅林祭　獅子舞（11：00～）
　もちつき（11：30～）・プララと
　サイコロゲーム（14：00～）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆南部幼年長児、生活発表会
◆上南部保、
　来年度新入児入所説明会
◆白梅幼、園庭開放日
◆岩代大梅林、もちつき（11：30～）・
　岩代大梅林音楽祭（吹奏楽）（12：00～）
◆南部梅林、炭琴演奏会（11：00～）・
　梅の種とばし大会（13：00～）・
　もち投げ（15：00）
◆第3回紀州みなべ検定試験、
　（10：00～・南部公民館、ふれ愛センター）

◆ひかり保、
　保育参観（ひな人形作り）
◆岩代大梅林、ダブルダッチ体験
　（11：30～）・よさこい鳴子踊り
　（ひかり保育所園児）（13：00～）

◆愛之園保、おやつバイキング

◆岩代大梅林、
　北道王子太鼓（13：00～）
　梅の種飛ばし大会（14：00～）
◆南部梅林、
　お茶席（野点）無料（10：30～）
　お楽しみクイズ大会（13：30～）
　もち投げ（15：00）

◆第10回市町村対抗ジュニア
　駅伝競走大会（和歌山市）
◆ガールスカウト体験学習会・保
　護者説明会（生涯学習センター）
◆岩代大梅林、よさこい祭り
　（プラリズム～梅舞～ほか）（12：00～）
◆南部梅林、北道王子太鼓
　（13：00～）・もち投げ（14：30）

◆南部梅林、
　梅の花プレゼント（15：00～）
◆岩代大梅林、もちまき（15：00～）

◆休日申告受付日、
　（9：00～15：00・役場第1庁舎）

◆高城小、日曜授業参観・
　文化部行事・学級懇談会
◆岩代大梅林、炭琴・大正琴
　コンサート（12：00～）
◆南部梅林、ビンゴゲーム大会
　（13：00～）・もち投げ（14：30）
◆福祉・介護のしごとフェア
　（13：00～・田辺市ハナヨアリーナ）

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

世界湿地の日

食育の日 旅券の日

北方領土の日

◆清川中2年生、福祉体験学習
◆高城保、クッキング
◆日本脳炎（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城小6年生、
　中学校授業見学・入学説明会
◆高城保、
　来年度新入児入所説明会
◆清川保、遠足（梅林）
◆「ポップ大賞展」、
　（～24日・ゆめよみ館）
◆日本脳炎（１期追加・2期）
　（岩代小学校）

◆南部小2年生、授業参観
◆上南部保年長児、
　小学校体験入学
◆愛之園保、eco孫爺一緒に
　作ろうクッキー
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

■南部高校、卒業式（9：30～）

◆清川保、来年度新入児体験入園
◆南部保、遠足（梅林）
◆1歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆人権・行政相談
　（13：30～・第１庁舎）

◆町県民税の申告・所得税の
　確定申告受付開始（～3月15日）
◆南部幼年中・年少児、生活発表会
◆清川中１・２年生、授業参観、
　3年生3者面談（～18日）
◆白梅幼、園外保育（梅林）
◆高城保、保育参加
◆愛之園保、クッキング（・17日）
◆南部保、クッキング
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、愛之園保）
◆マタニティー＆ベビーサロン、
　（13：30～・愛之園保）

◆南部幼、新入児体験入園
◆上南部保、
　マラソン大会（10：00～）
◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆上南部中、校外学習
◆高城中1年生、総合発表会
◆清川中、お別れ遠足
◆岩代小、なわとび集会
◆上南部保、園外保育（梅林）
◆愛之園保、懇談会（19：30～）
◆消費生活相談会、
　（13：00～・役場第1庁舎）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆高城中2年生、総合発表会
◆南部保、新入園児説明会（13：00～）
◆清川中、薬物乱用防止教室
◆こひつじランド第10回育児
　講座親子クッキング
　（10：00～・ふれ愛センター）
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、上南部保）

◆岩代小、参観授業・学級懇談会
◆南部小1・4年生、授業参観
◆上南部小、
　授業参観・中学校入学説明会
◆清川中、校内球技大会
◆高城中、参加型体験学習
◆高城保、お弁当作り
◆南部幼、昼食会
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

わかやま元気企業就職説明会
（13：00～・Ｂig･Ｕ）

◆愛之園保、ひなまつり
◆南部保、ひなまつり会
◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、上南部保・高城保）

◆南部梅林、梅供養（10：00）
　梅料理キャンペーン（展示、
　試食会）・梅茶サービス・第2回
　梅酒コレクションインみなべ
　（無料試飲会）（11：00～）
　もち投げ（14：30）
◆岩代大梅林、
　尻相撲（12：00～）
　ダブルダッチ体験（13：00～）
　銭太鼓（14：00～）

◆上南部保、音楽発表会（10：00～）
◆清川小、
　中学校新入生説明会（13：10～）
◆清川中、新入生保護者説明会
◆高城中、三者面談（～22日）
◆ひかり保、マラソン大会
◆高城保、遠足（梅林）
◆高城小5年生、喫煙防止教室
◆三種混合（１期初回）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆ゆめよみ館開館10周年記念
　「李広宏　日本・中国・世界の
　心の歌コンサート」、
　（19：00～・ゆめよみ館）
◆清川中、3年生3者面談（～3/1）
◆南部小3年生、クラブ見学
◆南部長寿大学、
　（「地域学習」・南部公民館）

◆おひさま広場（保育所開放）、
　（10：00～、南部保・清川保）

製品安全点検日

節分 立春

建国記念の日

各納期　固定資産税（普通徴
収4期）/国民健康保険税（普通
徴収8期）/後期高齢者医療保
険料（普通徴収8期）/介護保険
料（普通徴収8期）/公共下水道
受益者負担金（4期）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

２月の田辺年金事務所年金相談
12日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆海外安全・パスポート管理促
　進キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン
　（～3月31日）
◆「はたちの献血」
　キャンペーン（～2月28日）
◆緑の募金（～5月31日）
◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動
　全国強調月間
◆省エネルギー月間
◆平成22年分の所得税の
　確定申告（2月16日～3月15日）

各梅林のイベントは、
開花状況や天候によって
変更する場合があります


